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※  2 次元 CAD、3次元 CAD、CAEの用語は現在使用可能なCADの分類によく使
われる。CADは広義にはComputer Aided Design の英語どおり設計全般を支援
するツールである。CADは 2次元 CAD、3次元 CAD、CAE を包括した用語と
して使われる。
■用語説明■
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02）  平成 17 年度ものづくり基盤技
術の振興施策（ものづくり白書
2006年版）
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